
愛知学院大学クラブハウス使用規程 
 

(目的) 

第 1 条 この規程は愛知学院大学日進キャンパスのクラブハウスの使用に関する事

項を定めるものとする。 

 

(施設の範囲) 

第２条 この規程に定めるクラブハウスとは、Ａ棟（文化系）、Ｂ棟（運動系）、

Ｃ棟（音楽系）とする。 

２ クラブハウスには次の各号に掲げる施設を置く。 

（１）部室 

（２）ミーティングルーム 

（３）ホール 

（４）多目的ホール 

（５）音楽練習室 

（６）ラウンジ 

 

（使用資格） 

第３条 クラブハウスを使用することができる者は、大学が公認した学生団体（以

下「団体」という。）の構成員とする。 

 

（使用手続） 

第４条 部室の使用許可期間は、原則その年度限りとし、継続を希望する団体は、

所定の部室借用願を毎年 4 月 30 日までに学生部長に提出しなければならない。な

お、同好会については空室がある場合に限り使用が許可されることがある。 

 ２ 使用できる部室は原則 1 団体につき 1 部屋とする。 

３ その他の施設の使用手続きについては別に定める。 

 

（使用時間） 

第５条 クラブハウスの使用時間は、午前 9 時 00 分から午後 8 時 00 分までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学生部長が適当と認め特に許可した場合はこの限

りでない。 

 

（使用期間） 

第６条 部室の使用期間は、4 月 1 日から 3 月 31 日までとする。 

 

（部屋割り） 

第７条 部室の割当ては学生部長が行う。 

 

（使用の変更および中止） 

第８条 団体の責任者は、部室借用願の内容に変更が生じた場合は、すみやかに学

生課に申し出て、訂正をしなければならない。 

 ２ 部室の使用を中止する場合は、すみやかに学生課に申し出をし、原状復帰を

しなければならない。 

 

（鍵の保管） 

第９条 部室の使用を円滑にし、かつ、使用後の安全を確保するために、各部屋の

鍵はスポーツセンター事務室において保管する。 

 

 



（鍵の使用） 

第 10 条 部室の鍵を使用する場合は、使用の都度スポーツセンター事務室の使用簿

に記入し、職員から鍵を受領しなければならない。 

２ 使用後は、原則としてその日のうちに返却しなければならない。 

 

（遵守事項） 

第 11 条 クラブハウスを使用する団体は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければ

ならない。 

（１）部室は本来の目的のみに使用すること。 

（２）他の利用団体に迷惑を与えないように使用すること。 

（３）学外者を立入らせないこと。 

（４）使用時間を遵守すること。 

（５）電熱器および火気を使用しないこと。 

（６）飲酒・喫煙はしないこと。 

（７）宿泊はしないこと。 

（８）部室の鍵の複製を作らないこと。 

（９）部室内に金銭及び貴重品を置かないこと。 

（10）使用の許可を得た施設を転貸しないこと。 

（11）ゴミは分別し指定場所に出すこと。 

（12）本規程を遵守すること。 

（13）その他使用に際して職員の指示に従うこと。 

 

（許可の取消し） 

第 12 条 本規程に違反したときは、使用許可を取消すことがある。 

 

（施設の保全等） 

第 13 条 使用団体が故意または過失により施設、設備および備品等を汚損または損

傷した場合は、その損害を賠償しなければならない。 

 ２ 大学は事情によって、前項の賠償額を減免することができる。 

 ３ 職員は管理上部室内に入り、使用状況（設置物や清掃状態等）を点検するこ

とができる。 

 ４ 部室における電気使用料は、大学が負担する。 

 

(雑則) 

第 14 条 この規程に定めのない事項は必要に応じ学生部長がこれを定める。 

 

（改廃） 

第 15 条 本規程の改廃は学生委員会の議を経て、学長の承認を得なければならない。 

 

附 則 

この規程は、平成 29 年 9 月 26 日から施行し、平成 30 年 4 月 1 日より実施する。 

この規程は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。 

 


